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問
題
の
提
起

l
lブ
オ

イ

且

y

j

ツ
山
の
歴
史
的
課
題

「
紳
皐
白
秘
密
は
人
間
畢
で
あ
Z
。
」
ー
ー
ロ
E
C
m『
E
自
目
白
骨
同
叶
roo-。唱。

z

ッ
ハ
の
宗
教
批
判
の
根
本
命
題
は
こ
れ
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
紳
白
仮
象
性
の
う
ち
陀
否
定
さ
れ

D
姿
陀
恥
い
て
確
立
す
る
と
ふ
」
、
と
む
と
と
と
そ
牟
い
人
類
白
使
命
で
あ
り
、
近
代
の
課
題
で
あ
っ
た
。

現
責
化
と
人
間
佑

4
0
2耳
目
。
吉
男
ロ
E
4
O
B
O
E
S
-
r
z
s
c
E
E
-
-ー
紳
皐
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t
ロ
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o
l
-
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フ
ォ
イ
エ
ル
パ

た
人
聞
の
本
質
主
回
復
し
、
本
然

「
近
世
白
課
題
は
、

神
白

へ
の
特
化
と
解
消

4
2
4司
m
w
H
H
且
-
園
田
町
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L
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↓r
s
-。同一
o
F
L
r
k
r
R
F
E己
。
-
。
田
一
。
と
で
あ
っ
た
。
」
従
っ
て
フ
ォ
イ
エ
ル
パ
ツ
ハ
白
哲
閥
単
の
系
譜
位
、
は
ー

る
か
返
代
思
想
の
曙
形
で
あ
っ
た
宗
教
改
草
に
そ
の
起
源
を
持
っ
て
い
か
。
だ
が
、
ル
ツ
タ
ー
か
ら
始
ま
る
近
代
キ
リ
ス
ト
教
紳
畢
、

あ
る
い
は
ス
ピ
ノ
ザ
に
端
初
を
も
ヨ
近
世
ド
イ
ツ
思
耕
哲
皐
の
系
列
は
、
な
る
ほ
ど
中
世
的
紳
白
世
界
か
ら
人
聞
を
奪
同
し
、
近
代

。，

的
人
間
像
在
確
立
し
た
が
、
そ
の
人
間
像
は
自
然
左
い
し
物
質
か
ら
切
断
さ
れ
た
理
性
的
本
質
と
し
て
の
そ
れ
で
し
か
な
い
。
従
つ

τ
「
紳
白
人
間
化
」
は
、
榊
の
理
性
へ
白
特
化
で
し
か
在
い
。
か
く
て
は
人
間
は
、
そ
の
疎
外
か
ら
回
復
さ
れ
る
の
で
は
赴
く
て
、

再
び
理
性
に
よ
っ
て
紳
化
さ
れ
、
そ
れ
が
近
代
的
に
合
理
化
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
在
い
。
我
々
は
そ
白
典
型
的
形
姿
を
「
近
世
哲
皐

白
完
成
者
」
へ

I
F
ル
の
絶
封
哲
皐
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

「
一
脚
を
理
性
に
神
化
す
る
こ
と
は
一
柳
在
廃
棄
し
な
い
で
、
む
し
ろ

と
同
様
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
チ
ズ
ム
は
法
皇
を
移
し
て
園
王
と
な
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
」
従
っ
て

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
チ
ズ
ム
沿
よ
ぴ
ド
イ
ツ
観
念
論
哲
皐
の
系
流
位
、
中
世
ロ

1
7
法
皇
を
否
定
し
て
ド
イ
ツ
専
制
主
義
を
打
ち
出
し
た

た
だ
一
榊
主
将
置
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

に
す
ぎ
な
い
。

と
と
ろ
で
ド
イ
ツ
市
民
草
命
(
一
八
四
入
年
)
は
、
ド
イ
ツ
専
制
主
義
左
打
ち
倒
し
て
民
主
主
義
を
斗
い
取
ら
・
な
け
れ
ば
在
ら
な
い
。

す
た
わ
ち
専
制
君
主
制
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
民
主
主
義
陀
解
消
し
な
け
れ
ば
左
ら
な
い
。
と
の
課
題
は
「
人
間
在
、
神
田
学
者
か
ら
人
間

畢
者
に
、
愛
紳
者
か
ら
汎
愛
者
に
、
彼
岸
の
候
補
者
か
ら
此
岸
の
研
究
者
に
、
天
上
島
上
ぴ
地
上
の
君
主
政
憾
と
貴
族
政
治
白
宗
教

的
島
よ
び
政
治
的
侍
女
か
ら
地
上
白
自
由
な
自
己
意
識
を
持
つ
恥
民
と
す
る
と
と
」
に
よ
っ
て
達
せ
ら
れ
あ
。
従
っ
て
「
新
し
い
哲

皐
は
、
へ

I
F
ル
哲
皐
白
一
般
に
従
来
の
哲
皐
の
賞
現
で
あ
る
。
し
か
じ
、
同
時
忙
と
白
も
白
の
否
定
、
し
か
も
矛
盾
・
な
き
否
定
で

あ
る
と
と
ろ
の
一
う
の
資
現
で
あ
る
己
「
紳
白
人
間
化
・
現
賢
化
L

は
、
「
理
性
忙
沿
け
る
紳
皐
白
解
消
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

ま
た
心
臓
に
烏
け
る
、
簡
車
に
い
え
ば
、
人
間
白
金
問
的
・
現
賓
的
本
質
に
お
け
る
解
消
し
で
な
け
れ
ば
か
ら
な
い
。
か
〈
て
、
「
新

フ
ォ
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ル
〆
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回
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草
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九
巻
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三
・
回
現

E且

し
い
哲
皐
は
」
、
近
世
の
課
題
で
あ
る
「
神
間
宇
白
人
間
間
半
へ
の
解
消
」
を
「
完
全
な
・
絶
釘
的
な
・
矛
盾
の
な
い
解
消
し
と
す
る
と
と

e
 

が
で
き
竹
町
。
そ
し
て
と
の
こ
と
こ
そ
、
ド
イ
少
・
プ
ル
ジ
ヨ
ア
民
主
主
義
革
命
日
三
月
革
命
に
お
い
て
、
念
進
的
小
市
民
フ
オ
イ
エ

ル
バ
ッ
ハ
に
奥
え
ら
れ
た
歴
史
的
課
題
で
あ
ろ
う
。
と
の
上
う
在
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
宗
救
批
判
白
歴
史
的
地
位
付
け
を
、
も
う

少
し
精
密
に

F
1
ツ
近
代
白
枇
合
構
造
、
殊
に
ゴ
一
月
前
期
に
者
け
る
そ
れ
に
照
し
て
解
明
し
よ
う
。
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Z
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島
工
E
a・
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官白

「
乙
心
人
間
化
心
宗
致
的
、
あ
る
い
は
寅
践
的
仕
方
が
新
教
で
あ
っ
た
ο

人
間
で
あ
る
と
こ
ろ
り
そ
田
紳
、
そ
れ
故
に
人
間
的
な
る
科
、
キ
9
ス
ト

ー
ー
と
の
も

ω
の
み
が
新
教
の
一
押
で
あ
る
c
」

島
田
豊
「
人
間
皐
的
唯
物
論
の
構
誼
」
王
O
頁
、
理
論
第
三
巻
第
十
一
班
、
一
九
四
九
年
「
ア
オ
イ
エ
ル
パ
ザ
ハ
白
人
間
串
的
唯
物
論
は
、
そ
白

系
譜
的
起
源
を
は
る
か
に
宗
教
改
革
に
も
つ
。
」

#
泡
代
思
想
自
曙
光
|
|
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へ
聞
の
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皐
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放
L

iー
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て
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当
-
E
E
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口
-m-
回
日
・
口
・
を
且
ょ
。
邦
占
文
献
と

L
て
J
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祉
舎
史

的
思
想
且
」
に
所
載
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て
い
る
羽
仁
五
郎
「
近
世
」
ー
が
あ
る
。

γ

な
お
、
己
ζ

で
近
代
的
思
想
山
曙
光
た
る
宗
教
改
革
は
、
封
建
的
生
産
関
係
の
ク

p
l
ぜ
心
思
想
的
表
現
で
あ
る
が
「
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
宗

教
改
革
は
必
干
し
も
進
歩
的
基
盤
に
お
い
て
行
e
わ
れ
た
白
で
は
な
い
。
」
本
多
諦
三
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」
|
|
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司
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さ
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さ
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。
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こ
の
賠
に
闘
し
て
も
、
先
に
掲
げ
た
一
島
田
民
的
簡
潔
な
指
摘
を
参
照
。

uform-amm目。〉阿佐。
E
E雪
印

宅

'
M〈
「
法
乙
園
家
」
「
思
惟
の
領
域
上
に
お
い
て
目
、
神
翠
句
人
間
皐
へ
の
解
消
は
、
質
践
の
、
生
滑
り

領
域
ょ
に
お
い
て
は
、
王
制
の
共
和
制
へ
の
解
消
で
あ
る
。
」

@ 

一
一
月
前
期
に
お
け
る
ア
オ
イ
エ
ル
バ
ヅ

ρ

の
一
宗
教
批
判
の
課
題

封
建
的
危
機
で
あ
っ
た
農
民
政
争
が
い
巾
イ
ツ
で
は
最
も
大
規
模
に
戦
ι削
れ
た
に
も
拘
ら
夕
、
そ
白
敗
北
は
、
東
西
ド
イ
ツ
の
封
立
、

し
か
も
束
ヱ
ル
ベ
陀
代
表
さ
れ
る
再
版
農
奴
制
白
勝
利
を
結
果
し
、

F
イ
ツ
市
民
枇
舎
の
登
展
構
造
|
|
上
か
ら
白
近
代
佑
D
途
|

b
t
内
在
的
に
規
定

L
、
領
邦
的
絶
劃
主
義
へ

D
傾
斜
を
持
d
o
玩
に
西
欧
諸
問
陀
荷
い
亡
古
典
的
市
民
草
命
を
経
、
さ
ら
に
、
殊

に
資
本
主
義
的
先
進
閑
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
産
業
革
命
に
終
末
を
ヨ
け
ん
と
し
て
い
た
一
八
三
一

O
年
頃
に
沿
い
て
、

F
4
ツ
で
は
封
建

的
主
ユ
ン
カ
l
階
級
陀
そ
の
基
礎
を
お
い
た
領
邦
一
的
絶
鈎
主
義
白
下
に
、
枇
舎
は
ま
だ
噛
J

吟
し
て
い
た
ロ
乙
の
過
程
は
ド
イ
ツ
陀
ゐ

け
る
宗
教
改
革
が
必
宇
し
も
進
歩
的
地
盤
の
上
で
行
わ
れ
た
も
白
で
は
な
く
、
中
世
的
な
神
白
人
間
化
ー
ー
カ

f
H
ノ
ー
ク
か
ら
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
チ
ズ
ム
へ
の
特
化

l
iは
、
法
皇
権
力
か
ら
絶
封
、
主
義
権
力
へ

D
時
化
で
あ
っ
た
こ
と
に
照
臆
し
て
い
る
。
と
の
よ
う
な

現
寅
D
プ
ル
ラ
ア
関
係
の
一
登
展
の
停
滞
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
忠
排
哲
皐
は
「
感
魔
的
確
き
こ
ぷ
持
た
す
、
僅
か
に
西
欧
の
啓
蒙

主
義
白
人
間
像
を
観
念
的
に
措
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
か
れ
ら
の
理
性
は
ロ

1
γ
法
皇
の
代
り
に
ド
イ
ツ
の
絶
釘
主
義
樫
力
主

基
礎
付
け
た
に
止
ま
っ
た
。
「
啓
蒙
的
専
俳
」
白
下
に
治
け
る

F
4
ツ
観
念
論
哲
換
の
系
流
は
、
す
べ
て
と
白
理
性
の
惇
統
陀
立
つ
。

従
っ
て
一
万
来
市
民
革
命
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
D
捲
い
手
で
あ
る
べ
き
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
白
現
貫
白
金
惚
的
な
人
間
健
在
描
く
と
と
が
で

者
宇
、
知
識
階
級
と
じ
て
観
念
的
に
の
み
西
欧
一
の
市
民
草
命
に
草
な
る
ヂ
ュ
ス
チ
ヤ
ー
を
振
り
ま
く
こ
と
が
、
彼
ら
の
な
し
う
る
限

7
ふ

A

イ
ヱ
ル
パ
吋

ρ

と
市
民
革
命

第
六
十
九
一
巻

四

第一

-7
四
競

五



ア
才
イ
エ
ル
パ
り
《
と
市
民
革
命
【
一
)

界
で
あ
っ
ゎ
。

ζρ
よ
う
な

F
イ
ツ
近
代
思
想
。
運
命
は
、
ド
イ
ツ
近
代
思
想
白
綜
合
4
4
へ
I
グ
ル
に
長
い
て
完
成
さ
れ
た
。

グ
ル
白
思
想
躍
系
は
、
後
に
詳
細
さ
る
べ
き
よ
う
に
、
己
白
よ
う
な
近
代
観
念
論
白
辿
る
べ
き
必
然
的
左
蹄
結
だ
う
た
の
で
あ
る
。

第
六
十
丸
巻

五

第
一
ニ
・
四
斑

占，、

へ

へ
ー
グ
ル
ビ
沿
い
て
完
結
さ
れ
た
ド
イ
ツ
観
念
論
憾
系
は
、

さ
ら
に
歴
史
白
進
行
過
程
に
ゐ
い
て
新
た
な
歴
史
意
識
に
止
っ
て
審
判
さ
れ
巴
な
け
れ
ば
左
ら
な
い
。
一
八
ゴ
二
年
。
へ

l
F
ル
D
死

在
以
て
完
結
す
る

F
イ
ツ
古
典
哲
朗
字
。
移
震
は
、
戸
イ
ツ
近
代
思
潮
の
弔
鐘
で
あ
っ
た
。
封
建
的
土
地
所
有
の
塵
倒
的
な
重
塵
に
も

拘
ら
ナ
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
衝
撃
に
よ
っ
て
マ
エ
ユ
フ
ア
ク
チ
ヤ

1

H
産
業
資
本
が
開
花
し
J
フ
イ
ン
地
点
を
中
心
に
除
々
に
成
長
す
る
。

他
方
束
エ
ル
ペ
に
展
開
す
る
強
固
な
グ

1
ツ
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
も
、
、
V

L

P

イ

Y
H
ハ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク
の
農
民
解
放
を
基
軸
と
し
て
、

ユ
y
カ
1
的
で
は
あ
れ
、
近
代
化
へ

D
遁
隠
の
態
勢
を
整
え
る
。
こ
の
よ
う
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
閲
係
D
成
育
は
、
除
々
に
で
は
あ
れ
、

保
護
関
税
・
関
税
同
盟
(
一
入
三
四
年
判
を
中
心
と
す
る
圏
内
市
場
の
形
成
を
み
る
。
成
熟
し
つ
つ
あ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
、
最
早

ド
イ
ツ
・
ス
タ
ト
ウ
ス
・
ク
ォ
に
安
住
す
る
と
と
は
で
き
・
な
い
。
従
っ
て
究
械
的
に
は
プ
ロ
イ
セ

y
園
家
権
力
と
の
安
協
で
し
か
な

だ
が
歴
史
は
立
ち
止
ま
る
と
と
を
許
さ
ぬ
。
ひ
と
た
び
形
成
さ
れ
、

い
古
典
哲
皐
在
、
そ
D
ま
ま
の
形
で
は
最
早
自
己
の
イ
デ
オ
ロ

1
ギ
ー
と
す
る
と
ん
は
で
き
・
泣
い
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
自
ら
新
し

い
市
民
意
識
を
育
て
上
げ
、
市
民
革
命
へ
と
前
進
を
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

w。
い
い
か
え
れ
ば
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
謝
し
て
持

ワ
古
典
哲
亭
の
限
界
を
自
覚
し
、
そ
れ
を
超
え
ね
ば
赴
ら
な
い
。
へ

1
F
ん
の
死
、
さ
ら
陀
は
七
月
革
命
あ
る
い
は
ヨ

l

p
ッ
バ
の

民
族
濁
立
運
動
を
契
機
と
す
る
メ
ヅ
テ
ル
ニ
ツ
ヒ
慨
制
白
衰
退
は
、
フ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

1
の
市
民
意
識
を
育
て
上
げ
る
に
絶
好
の
機
合

で
あ
ワ
た
。

• 

/ 

と
は
い
え
、
歴
史
を
推
し
進
め
る
に
は
多
大
む
困
難
と
障
碍
が
そ
の
前
設
を
は
ば
ん
で
い
る
。
三
月
前
期
に
長
け
る
ド
イ
ツ
近
代

化
の
註
は
、
あ
く
ま
で
士
地
所
有
が
費
本
主
犯
撮
す
る
|
|
上
か
ら
の
主
代
化
と
し
て
運
命
判
明
け
ら
れ
て
い
た
。
封
建
的
土
地
所
有



は
、
自
ら
を
近
代
化
に
趨
謄
せ
し
め
、
と
の
こ
と
は
自
生
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ク

1
の
護
展
を
阻
止
す
る
要
周
と
な
っ
た
。
と
れ
に
封

抗
し
て
行
く
に
は
、
未
だ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
力
は
齢
り
に
も
弱
い
。
「
ド
イ
ツ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
、
富
力
D
賄
で
も
、
集
中

フ
ラ
ン
ス
ま
た
は
イ
ギ
リ
ス

0
7
ル
ジ
ョ
ア
ジ

l
k
遠
〈
及
ば
た
か
う
階
。
」
己
と
に
メ
ツ
テ
ル
ニ
ツ
ヒ
白
反
動
的
政
治

度
で
も
、

続
制
E
そ
は
、

E
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
進
化
を
抑
歴
L
て
、
自
ら
白
指
導
の
一
下
に
近
代
化
に
趨
昨
応
し
よ
う
と
す
る
封
建
的
土
地
所
有
者

階
級
の
依
擦
才
る
政
治
慨
制
と
な
っ
た
。
と
り
反
動
偲
制
は
す
で
忙
衰
退
し
つ
つ
あ
う
た
と
は
い
え
、
三
月
前
期
に
は
プ
ル
ジ
ョ
的

賞
展
を
み
て
止
り
反
動
化
し
、
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
聞
い
て
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
逗
動
を
阻
止
し
た
。
ド
イ
ツ
の
プ
ル
ジ
冒
ア
ジ

l
は
三
月

革
命
を
控
え
て
と
白
メ
ツ
テ
ル
-
一
ッ
ヒ
の
強
固
な
反
動
機
制
忙
封
せ
ね
ば
友
ら
な
か
っ
た
。

先
づ
こ
の
強
閏
左
専
制
主
義
に
謝
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
決
戦
位
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
白
上
で
開
始
さ
れ
た
。

ほ
と
い
え
ば
、
剤
税
だ
ら
け
の
原
野
だ
っ
た
D
で
、
勢
い
主
要
斗
争
は
宗
教
忙
向
け
ら
れ
加
。
」
そ
の
上
、
反
動
慨
制
は
官
僚
閤
家
の

甲
板
を
占
め
て
い
た
信
侶
階
級
の
キ
リ
ス

1
教
的
イ
デ
オ
P

ギ
ー
を
そ
の
精
榊
的
支
柱
と

ιて
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
自
由
主
義
的
反
釘

「
直
面
時
は
、
政
治

「
宗
款
は
、
さ
ら
ぬ
だ
に
ド
イ
ツ
哲
皐
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
精
神
的
方
向
に
遇
臆
し
て
い
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ

専
制
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
附
随
現
象
で
あ
っ
た
。
」
従
っ
て
そ
白
封
建
的
諸
関
係
を
打
ち
破
る
た
め
に
仕
、

汲
に
封
し
て
い
た
。

そ
れ
と
竪
く
結
合

し
、
か
つ
を
白
上
に
立
っ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
紳
皐
b
主
ぴ
恩
排
哲
皐
を
破
壊
し
な
け
れ
ば
友
ら
な
い
。

一
切
り
批
判
の
前
提

E
な
す
も
の
で
あ

h
。
」
ド
イ
ツ
で
は
、

「
宗
教
D
批
判
と
そ
は
、

り

「
宗
教
は
、
首
時
で
は
政
治
を
動
か
す
唯
一
白
兵
で
あ
る
。
」
か
〈
し

て
三
月
前
期
に
沿
い
て
、
ド
イ
ツ
・
ス
タ
ト
ウ
ス
・
ク
ォ
批
判
は
そ
心
突
破
口
を
宗
教
批
判
に
求
め
、
ま
た
宗
教
批
判
は
政
治
批
判

。
意
味
を
持
つ
。
急
進
的

h

小
市
民
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
白
眼
前
に
展
開
さ
れ
た
ド
勾
ツ
は
、
か
か

Z
時
代
で
あ

b
、
従
っ
て
フ
ォ
イ

エ
ペ
ハ
ッ
ハ
に
と
匂
て
は
、
「
宗
教
は
理
論
白
封
象
と
怠
る
前
に
賛
践
白
謝
象
で
あ
円

J

た
。
」

フ
4
4

イ
エ
ル
バ
妙

ρ

と
市
民
草
命
(
一
)

第
六
十
九
巻

~ ，、

第
一
一
了
目
披

七



フ
ィ
イ
ヱ
ル
バ
ッ
ハ
と
市
民
草
命

第
六
十
九
巻

七

第
三
・
悶
挽

八

じ
た
も
の
は
、

か
く
て
宗
教
批
判
は
政
消
批
判
白
意
味
を
持
う
て
く
る
D
で
あ
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
イ
デ
オ
ロ

1
グ
の
新
た
な
る
市
民
意
識
に
映

と
の
反
動
慌
制
の
支
柱
で
あ
る
既
存
白
宗
教
を
批
判
す
る
こ
と
で
あ
ヨ
応
。

へ
I
Hゲ
ル
充
沃
の
代
表
者
と
し
て
白
フ
，

ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
白
宗
教
批
判
は
、

E
に
か
か
る
意
識
の
下
に
沿
い
て
行
わ
れ
、
従
っ
て
そ
れ
は
明
ら
か
に
三
月
前
期
の

F
イ
ツ
・

専
制
政
治
批
判
の
隆
史
的
意
味
を
持
ヲ
で
あ
ろ
う
。
と
と
に
序
論
で
提
起
し
た
ド
イ
ツ
・
プ
ぞ
V

2

7

f

民
、
玉
主
義
革
命
に
長
け
る
念

準
的
民
主
主
義
的
小
市
民
フ
ォ
イ
エ
ル
パ
ッ
ハ
の
宗
教
批
判
。
歴
史
的
課
題
も
明
ら
か
に
な
る
は
ヴ
で
あ
る
。
そ
の
宗
教
批
判
は
キ

リ
ス
ト
教
神
間
宇
治
主
ぴ
近
代
ド
イ
ツ
思
排
哲
皐
が
ド
イ
ツ
・
ス
タ
ト
ウ
ス
・
ク
ォ

1
の
支
柱
で
あ
る
と
と
を
暴
露
し
、
そ
白
線
合
自

慢
系
者
へ

1
ゲ
ル
も
そ
の
例
外
為
否
、
そ
れ
こ
そ
神
器
白
近
代
合
理
主
義
に
砕
け
る
宏
成
者
で
あ
る
と
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
が

法
皇
を
園
王
に
特
置
し
た
に
す
ぎ
ね
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
へ

1
ヂ
ル
哲
事
批
判
を
刺
機
と
し
て
、
そ
の
根
捺
た
る
理
性
を
排

除
じ
て
、
理
性
白
自
己
疎
外
で
あ
っ
た
自
然
あ
る
い
は
物
質
の
上
に
近
代
的
人
間
像
を
築
昔
、
そ
れ
を
「
新
し
い
哲
皐
」
の
基
軸
'
と

す
る
白
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
て
こ
そ
「
近
代
白
課
題
」
で
あ
る
「
紳
白
人
間
化
」
を
完
成
す
る
と
と
が
で
き
、
そ
れ
が
ふ
」

り
も
な
島
さ
や
市
民
革
命
に
沿
け
る
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
課
題
を
果
し
う
る
己
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

松
田
智
措
「
近
九
拘
π
史
的
構
誼
諦
」
品
参
世
照
。

y
イ
ツ
近
代
批
曾
白
褒
民
形
態
の
規
定
を
「
一
ニ
一
つ
白
孟
」
の
封
抗
闘
係
九
か
伊
b
掠
え
て
h

お
咽
ち
れ
る
。

占
ホ
帯
同
冨
戸
目H号同子.同匂)即
W何【仏骨凶町命

川
向
川
江
樺
謹
ニ
「
啓
蒙
的
官
翠
#
制
」
思
一
想
想
一
=
一
八
披
ド
イ
ツ
の
既
唇
官
蒙
主
義
.
骨
盟
主
義
の
観
念
怯
と
、
そ
叩
専
制
君
主
へ
白
2ポ袋皆協怯
K
ヲ山い
r

て
鈎
い

分
析
が
あ
る
。

向
松
田
智
雄
明
ド
イ
ツ
観
念
論
三
臣
官
親
」

l
l
「
現
代
祉
官
思
想
。
源
流
」
に
所
載
|
|
一

o
o
i
一頁

ド
イ
ツ
精
神
阜
の
揚
営
τ者
は
、
主
と
し
て
市
民
暗
紋
O

う
ち
で
も
そ
の
凋
自
性
を
持
フ
知
識
階
扱
で
あ
る
。

ζ

白
階
級
は
必
ず
し
も
桓
済
的
保
件
医

基
礎
向
け
pm
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
ド
イ
ツ
で
は
「
イ
ギ
B
ス
田
中
産
階
紐
‘
す
な
わ
ち
興
隆
し
ゅ
く
市
民
階
抵
で
は
な
〈
一
献
曹
の
歴
史
的
登
展

(1) 



か
b
と
り
蔵
さ
れ
た
小
市
民
自
社
曾
唐
」
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
階
扱
は
ド
イ
ツ
近
代
一
位
骨
に
特
有
な

E
D
で
あ
り
「
後
遊
園
で
は
教
義
貴
族
に
偏

向
し
勝
ち
で
あ
る
。
知
識
階
粧
泊
二
重
性

1
1
4
4畠
と
反
動
性

1
1
5
い
て
、
同
菩
忙
詳
細
な
妓
過
が
あ
る
。

山
間
吉
岡
悟
郎
「
一
ユ
月
前
期
に
お
け
る
ド
イ
タ
市
民
文
尊
心
素
描
」
歴
虫
血
中
研
究
第
二
三
品
競
四
七
頁

車
に
古
典
哲
皐
だ
け
で
な
〈
、
古
典
丈
畢
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
い
わ
作
る
。
古
典
丈
皐
は
三
二
年
の
ゲ
ー
テ
の
死
を
終
謁
と
し

τ、
念
盤
的

共
和
主
義
的
詩
人
ρ

イ
ネ
へ
と
批
判
的
に
僻
泊
さ
れ
る
。

山
下
位
軍
「
艶
革
期
に
お
け
る
ド
イ
ツ
文
皐
」
理
論
一
九
四
九
年
六
月
瞳
も
と
の
立
場
で
あ
る
。

向

エ

V

ゲ
ル
ス
「
草
命
及
び
反
革
命
」
マ
ル
・
1

ン

撰

集

第

回

答

上

五

頁

エ

Y
F
ル
ス
は
、
ド
イ
ツ
産
業
資
本
成
長
。
遅
れ
た
盟
由
を
、
一
、
世
界
活
商
品
陪
か
ら
の
地
理
的
不
利
と
、
一
一
、
十
六
世
相
以
津
町
不
断
の
軸

い
を
あ
げ
て
い
る
。
問
書
宍
頁
ο

「
三
月
草
A
W

に
至
る
ま
で
、

γ
イ
ツ
世
骨
四
資
本
白
存
在
形
態
は
、
マ
=
ュ
プ
ァ
タ
テ
ャ

l
費
本
で
あ

p
、
地
域
的
に
は
-
事

b
商
エ
ル
ベ
に
展
.

閉
す
る
」
掛
回
前
掲
害
九
六
頁

納

町

-
E立
mw
町
S
R
e
R
H
H
Z
E
品
開

E
晶
白
向
島

O
H
E
a
m
E
V
E】

屯

E
z
e
-
-何
回
富
∞
・
佐
野
文
雄
諒
岩
説
文
庫
四

C
頁

弘

ヱ
ン
ゲ
ル
完
陪
「
草
命
及
び
反
革
命
」
一
ニ
五
頁
で
攻
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
「
園
教
官
と
い
う
班
掘
を
さ
ず
か
ワ
て
い
る
国
々
や
、
政
拍
上
の
諦

識
が
束
縛
さ
れ
て
い
る
図
々
で
は
、
体
昇

ω
稽
力
に
封
ず
る
現
世
的
で
危
険
な
反
謝
が
、
震
白
率
制
に
封
す
る
、
ヱ
り
豆
化
さ
れ
耳
、
そ
し
て
一
見

工
り
非
打
算
的
な
闘
争
白
か
げ
に
か
く
さ
れ
て
い
る
1
E

い
う
ζ

と
は
、
歴
史
上
多
数

ω
質
例
が
あ
る
。
」

m門
戸
冒
岳
司
自
由
一
郡
白
岡
町
骨
己

R
Z
の
gnzovmp
栗
原
佑
聾
「
ド
イ
ツ
枇
曾
文
化
民
」
二
三
丸
頁

ド
イ
ツ
栢
劃
主
義
点
数
植
主
の
結
合
は
F

」
う
で
あ
る
「
一
八
四
五
年
目
ド
イ
ツ
白
図
々
で
は
い
と
こ
で
も
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
ヨ
ッ
ク
教
が
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
敬
、
あ
る
い
は
そ
の
双
方
が
園
町
怯
律
。
構
成
部
分
と
与
な
さ
れ
て
い
士
。

E
D
闘
で
も
己
の
南
京
訳
。
一
方
ま
た
は
ぞ
心
双
方
山
信
侶
が
、

政
府
主
官
僚
極
構
り
本
質
的
部
分
に
な
ヲ
℃
い
た
。
こ
白
よ
う
な
揚
骨
に
あ
ヲ
て
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
士
た
は
カ
ト

D
吋
ク
白
豆
散
を
政
撃
す
る

こ
と
、
借
植
を
攻
撃
す
る
と
主
が
、
と
り
も
直
さ
ず
政
府
そ
の
も
白
を
か

b
b
て
か
ら
政
事
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
」
エ
ン
ゲ
ル
人
「
草
骨
及
び
反
革

命
」
三
六
頁

向
マ
ル
ク
ス
「
へ

l
ゲ
ル
法
哲
皐
批
判
1

一
マ
ル
・
エ
ン
全
集

巻

四
国

O
頁

ア
オ
イ
エ
ル
パ
ヅ
円
と
布
民
革
命
士
)

鮮
大
十
九
巻

八

第
三
・
回
韓

九



ア
オ
イ
品
ル
パ
"
戸
と
市
民
革
命
(
一
)

第
六
十
九
巻

ブL

事
コ
一
・
四
披

三主

O 

-E・】
Z
E
E
-
w
p
E
S
〉

-
E問
。
ぐ
さ

E
H
E
U

伊
蓮
凹
郎
「
フ
オ
イ
エ
ル
パ
ッ
丹
」
西
哲
叢
筈
一
三
月
一
三
頁
。
伊
達
教
授
は
、
本
菩
第
十
五
章
行
篤

E
，
、
白
制
限
と
屈
し
て
、
フ
ォ
イ
ヰ
ル
パ
ッ

円
四
宗
教
批
判
の
政
治
的
責
践
的
意
味
に
つ
い
て
鋭
い
分
析
を
詰
め
て
お
ら
れ
る
。

m
F
E

】
匂

2
5町宮己
J
F
E・

町
古
典
主
義
ゆ
崩
壊
を
拍
め
と
す
る
既
成
思
想
檀
系
の
崩
壊
は
、
三
且
前
期
に
ぎ
り
る
危
機
意
識
の
表
現
で
あ
る
。
そ
九
日
宗
教
的
意
識
と
し
て
は

司

l
ゲ
ル
解
憧
i

|
左
右
雨
祇
へ
の
分
祇

!
i特
に
?
ゲ
ル
左
訴
を
中
心
と
す
る
宗
教
論
争
と
し
て
お
ら
わ
れ
る
。

E
E自
由
「
イ
エ
ス
俸
」
一

八
一
一
一
五
年
を
導
火
結
と
す
る
一
切
出

E
E
u
k，
・
岡
高
♂
門
司
自
作
品
皇
宮
帯
白
宗
教
論
争

K
づ
い
て
群
論
し
な
げ
れ
ば
、

ζ

の
問
の
消
息
を
具
世
的
に

は
T
童
な
い
し
が
、
こ
れ
に
つ
い
之
の
問
題
は
後
に
機
曾
を
見
で
稿

E
起
そ
う
。
そ
の
詳
細
に
闘
し
て
位
、
先
に
あ
げ
た
。

同-開白晶由。巴辞同σ切♂、戸「
E】司F刈

r何2両

E。日正同巴号-ゲ宮》匡EP巴n岳】v戸
F
k〉F固E即晶由弔
ωE回凹?.!白包。岳v司奇山甘回悶
F.
由ヨ目庁旬骨己

m目η】宮凶昆ぬ白Pめ

m岳
.
阿
冨
ロ
耳
司
zF附♂司ロF伶EEロE5司zmn島F。同
E乱骨
nE。ιH晶
昂F.
出
旦
占
唱
伶
司E脚

「
現
代
」

l

|
「
祉
曾
具
的
恩
個
且
」
品
参
酎
照
@
一
般
的
に
は
吋
・
出
品

F
u
g
n
問
内
町
内
需

E
島

E
E
E
F品
百
回
E
m
E
S
E
E仏
国

。

yz

r回目白
oaa
が
あ
る
。

回
プ
ル
ジ
ヨ
ア
民
主
主
義
革
命
に
お
け
る
、
殊
に
ド
イ
ツ
三
月
草
命
に
お
け
る
小
市
民
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
「
ζ

四
階
組
は
、
す
4

て
白
近
代
園

訳
、
す
ベ
て
の
近
代
革
命
で
も
ー
っ
と
も
軍
軍
な
階
扱
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
で
は
と
り
わ
け
そ
の
重
要
性
が
大
き
〈
、

ζ

こ
で
は
と
の
階
紐
が
最
近
山

商
闘
争
中
に
決
定
的
な
役
割
聖
蹟
じ
た
。
ヱ
ン
ゲ
ル
λ

「
草
骨
細
工
び
反
車
命
」
八
買
そ
の
民
間
瞳
的
な
関
係
は
、
後
に
そ
の
否
定
的
性
格

E
論
ず
る

と
き
に
初
め
て
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。

(9) 
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「
神
障
干
の
秘
密
は
人
間
亭
で
あ
る
。
」

さ
き
に
燭
れ
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
白
ス
タ
ト
ゥ
ス
・
ク
ォ
は
、

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
と
う
ム
て

E
に
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
わ
た
う
て
・



仮
象
。
支
配
し
て
い
る
時
代
だ
っ
ゎ
。
し
か
も
営
時
は
「
皐
聞
が
翼
理
に
到
達
し
で
真
理
に
な
る
と
こ
ろ
で
は
、
皐
問
は
科
皐
た
る

こ
と
を
止
め
で
普
察
の
劃
象
に
な
H
U
o
」
だ
が
、
図
家
権
力
そ
恐
れ
て
真
理
を
周
遊
じ
て
は
左
ら
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
障
碍
を
打
破
し
て
、

「
真
理
を
虚
偽
か
ら
分
か
ち
」
真
理
を
詮
示
し
よ
う
と
す
る
貴
志
が
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
白
宗
教
批
判
。
根
底
を
流
れ
て
い
私
。

宗
敬
白
真
理
主
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
先
づ
フ
オ
イ
エ
ル
パ
ツ
ハ
は
宗
教
を
人
聞
の
心
像
出
去
に
卸
し
て
心
理
的
に
解
明
す

る
D

信
仰
は
有
限
な
る
個
人
白
他
者
に
射
す
る
態
度
で
あ
う
て
、
他
者
を
他
者
と
す
る
と
と
は
、
理
性
的
に
も
心
理
的
に
も
必
然
的

で
一
番
る
。
己
れ
は
人
間
が
動
物
と
は
具
り
、
現
賓
の
有
限
な
る
個
憾
と
し
て
、
自
己
の
本
質
性

1
1
1
類
の
旦
E
ロ
聞
の
意
識
を
持
う

だ
呑
在
で
あ
る
と
と
か
ら
生
す
る
心
理
的
に
必
然
的
在
蹄
結
で
あ
か
。
従
う
て
人
聞
は
と
の
類
白
意
識
に
占
っ
て
人
間
自
身
白
木
質

こ
れ
を
絶
釘
附
紳
と
表
象
す
る
と
と
ろ
に
信
仰
が
成
立
す
る
。
「
紳
間
阜
の
秘
密
は
人
同
事
で
あ
る
己
と
い
う
意
味
は

己
う
で
あ
づ
た
。
「
我
々
が
ギ

B
U
ヤ
語
で
叶
Z
S
、
ド
イ
ツ
語
で
の
。
=
ー
と
呼
ぶ
宗
教
の
針
象
白
・
な
か
に
は
、
人
間
の
本
質
以
外
白

な
に
も
り
も
表
明
さ
れ
て
い
な
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
人
聞
の
榊
は
人
聞
の
神
化
さ
れ
た
本
質
以
外
の
訟
に
も
白
も
表
現
さ
れ
て
い

人
間
百
歴
史
以
外
の
友
陀
も
の
で
も
・
泣
い
。
」
思
耕
紳

を
料
開
象
化
し
、

な
い
。
従
う
て
宗
教
具
、
あ
る
い
は
同
じ
と
と
で
あ
る
が
神
の
歴
史
は
、

皐
は
と
D
紳
め
人
間
佑
を
思
想
に
島
き
か
え
、
そ
れ
を
絶
謝
的
本
質
と
し
て
表
象
し
て
い
る
吃
す
ぎ
友
い
。
し
か
も
と
D
と
と
を
白

魔
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
」
熟
知
白
上
に
信
仰
は
成
立
し
て
い
る
。
従
っ
て
フ
オ
イ
エ
ル
パ
ツ
ハ
の
人
間
皐
が
、
思
排
紳
晶
子
に
封
ず

る
第
一
の
批
判
は
、
宗
教
は
哲
皐
と
は
臭
っ
た
領
域
を
持
nJ
て
九
百
り
、
「
信
仰
と
理
性
、
ど
の
間
に
は
本
質
的
な
直
別
が
存
在
し
て
い

る
」
と
と
を
一
言
明
し
て
、
心
理
的
・
愛
生
的
に
宗
教
宮
成
立
せ
し
め
る
心
理
的
根
擦
を
示
す
と
と
で
あ
っ
か
。
そ
し
て
こ
の
心
理
的

解
明
に
よ
ワ
て
人
間
皐
は
、
か
り
息
排
の
よ
う
に
、
人
間
化
の
背
後
に
特
殊
な
超
自
然
的
秘
特
が
ひ
そ
ん
で
い
る
か
の
上
う
な
幻
想

を
破
壊
す
る
」
と
と
で
あ
ワ
ゎ
。
と
れ
を
営
時
支
配
的
で
あ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
紳
皐
に
つ
い
て
試
み
た
の
が
「
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
」

ア
オ
イ
エ
ル
パ
w

m

と
市
民
草
命
(
一
)

ー
第
六
十
九
巻

O 

事
コ
一
・
囚
披



7
X
イ
エ
ル
バ
ッ
戸
之
祐
民
草
骨
こ
)

第
六
十
九
唇

一

第
コ
了
岡
崎
出

で
あ
る
q

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
人
間
は
心
理
的
巴
白
己
白
木
質
を
劉
象
化
す
る
。
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
こ
白
自
己
白
本
質
を
紳
と
し

て
結
封
者
と
し
て
表
象
し
て
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
紳
を
不
滅
白
木
質
Y
」
し
、
そ
れ
を
自
己
の
鈎
象
に
持
ワ
て
い
る
も
の
は
、
そ

れ
自
身
が
不
滅
白
木
質
な
の
で
あ
る
。
「
無
限
な
る
本
質
に

b
い
て
、
私
に
劃
し
主
詩
や
本
質
と
し
て
釘
象
に
な
る
も
の
は
、
車
に

私
自
身
の
述
語
や
特
性
で
あ
る
も
の
一
に
す
ぎ
な
い
。
無
限
な
る
本
質
と
は
、
人
間
の
無
限
性
が
人
格
化
連
れ
た
も
の
以
外
む
な
に
も

D
で
も
左
く
、
紳
冒
と
は
人
聞
の
紳
性
ま
た
は
一
脚
的
性
質
が
人
絡
化
さ
れ
、
一
つ
白
存
拘
者
と
し
て
表
現

aれ
た
も
り
以
外
白
な
に
も

の
で
も
一
泣
い
。
」
従
ワ
て

「
起
物
理
導
的
で
超
越
的
な
思
緋
哲
皐
や
宗
教
の
い
い
う
意
味
で
は
単
に
祇
生
的
な
も
の
の
主
観
的
在
る
も

の
白
ま
売
は
人
間
的
な
も
D

D
手
段
・
機
関
白
意
義
を
持
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
は
、
す
べ
て
真
理
白
意
味
に
沿
い
て
は
根
源

的
去
も
の
の
、
紳
的
友
る
も
の
の
、
本
質
・
劉
象
そ
白
も
自
白
意
義
を
持
。
て
い
あ
c
」
か
く
し
て
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
紳
自
愛
は
、

人
間
白
心
情
の
劉
象
化
で
あ
り
、
人
聞
の
心
情
と
そ
根
源
的
な
る
も
の
で
あ
る
。
「
化
身
の
秘
密
は
山
間
に
劃
す
る
神
白
愛
白
一
船
積

で
あ

Z
o
し
か
る
に
一
脚
の
愛
の
秘
密
は
、
人
聞
が
自
己
自
身
に
劃
し
て
持
っ
て
い
る
愛
U
秘
箱
で
あ
払
。
」
あ
る
い
は
、
ェ
レ
ミ
ヤ
記

に
見
ら
れ
る
世
界
創
迭
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
白
た
め
の
も
白
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
利
己
主
義
的
左
目
的
と
感
覚
と
を
持
う
て
い
る
。
」

つ
ま
り
人
聞
が
神
主
世
界
の
創
活
者
と
な
す
の
は
、
自
分
を
陛
界
白
目
的
と
な
し
、
世
界
白
、
E
人
と
な
さ
ん
が
た
め
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
日
脚
の
意
識
が
人
関
心
自
己
意
識
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
と
は
掃
理
由
思
想
に
も
み
ら
れ
可
匂
「
掘
現
は
こ
れ
ら
白
と
と
の
最
も

反
駁
し
難
い
、
か
ロ
最
も
開
閉
著
な
詮
擦
で
あ
る
。
紳
が
人
聞
を
み
る
と
は
、
人
聞
が
紳
白
う
ち
に
も
つ
ば
ら
自
己
自
身
を
み
る
と
い

あう
ると

とと
ν、τ子

うあ
と る
と。

で市 中

あが
る叫人

己間
J;> 

他
たの

日め

客去
に同凶

慮
はす
開立
由主 了
せ ζ
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ζ 
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当ー

「
と
れ
ら
の
願
望
を
充
し
て
や
る
本
質
と
は
、
自
分
自
身
白
と
と

k
聞
い
て
や
り
、
自
己
自
身
に

同
意
し
、
異
議
も
抗
論
も
な
し
に
自
己
ル
一
肯
定
す
呂
と
と
ろ
白
、
人
間
的
心
情
以
外
白
友
に
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
」

私
は
こ
と
で
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
従
う
て
、
キ
リ
ス
ト
教
白
木
質
を
閥
系
的
に
銭
越
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
。
た
だ
人
間

現
を
信
守
る
析
司
障
に
な
い
て
も
、

は
自
分
の
本
質
を
封
象
化
し
、
そ
し
て
再
び
肖
己
を
、
か
〈
主
閥
や
人
格
や
へ
の
牌
化
さ
れ
た
本
質
の
劃
象
と
な
す
。
こ
れ
が
宗
教

白
秘
密
で
あ
る
よ
と
と
を
論
説
す
れ
出
足
り
る
。

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
か
く
し
て
キ
リ
ス
ト
教
白
本
質
で
、

そ
の
心
理
問
学
的
方

法
化
、
よ
っ
て
、
思
抑
哲
皐
や
キ
リ
ス
ト
教
紳
皐
が
紳
と
し
て
表
象
す
る
絶
封
的
本
質
は
、
買
は
人
間
白
木
質
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

明
示
し
て
、
そ
の
仮
象
性
を
暴
露
し
た
。

だ
が
と
れ
だ
け
で
は
、
宗
教
は
阜
虻
佃
人
が
心
理
的
忙
他
者
を
一
脚
色
し
て
表
現
す
る
と
い
う
そ
の
主
観
的
根
擦
が
、

一
一
小
さ
れ
た
だ

け
で
あ
る
。

つ
ま
り
神
白
本
質
は
、
人
聞
の
類
D
機
能
忙
よ
っ
て
劉
象
化
し
た
自
己
自
身
の
木
質
に
す
ぎ
歩
、
そ
れ
を
絶
一
割
者

ZTb一

て
表
明
し

?τい
る
に
す
ぎ
、
ぬ
と
い
ヲ
己
記
広
明
示
し
た
だ
け
で
お
る
。
か
(
し
て
は
「
近
世
白
課
題
」
で
あ
る
「
紳
間
半

DJA閣
幕
内

白
解
消
」
は
、

F

と
札
乞
指
摘
し
た
だ
け
で
あ
ヲ
て
、
具
般
的
忙
ム
聞
の
本
質
が
何
で
あ
Z
か
が
細
川
同
時
き
が
粧
品
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

汗
で
に
、
フ

F
4ヱ
ル
パ
ヤ
れ
は
先
ゐ
叙
鴻
ハ
臨
み
臼
れ
る
U
4
ヲ
降
、
入
国
。
、
比
一
憶
|
ド
ぽ
己
に
〔
野
す
ぶ
変
ゆ
だ
幅
削
象
佑
し
て
、
キ
n
y

z
ト
教
の
静
の
愛
と
し
、
人
聞
の
感
性
的
本
質
た
指
摘
し
て
い
る
。
「
宗
教
は
、
へ

1
F
ル
も
主
張
す
る
ご
と

4、
思
排
的
思
惟

q

心
情
的
幻
想
の
ず
明
記
6
J
y
、
三
思
惟
と
は
兵
る
現
一
家
伝
持
つ
。
と
の
要
素
そ
我
々
は
一
言
で
以
て
感
性
∞

5
3
r
r
Z
H
と
呼
ぶ

己
と
が
で
き
る
ず
初
止
な
れ
ば
心
情
も
幻
想
臨
み
訟
に
ぞ
白
根
源
は
感
世
の
な
か
に
あ
る
か
ら
で
あ
ゲ
ロ
」
だ
が
と
と
に
い
う
感
性

は、

h
l
r一
ル
の
宗
教
哲
皐
に
お
献
窓
壬
れ
と
は
同
調
な
る
?
な
ぜ
一
た
ら
九
1
1
U
H

ゲ
ル
の
感
性
出
皐
な
る
形
式
で
あ
る
に
す
き
歩
、
非
本

質
的
長
尋
4
0
占
、
し
手
理
性
厄

γ

よ

?
τ
T
A揚
さ
る
べ
志
官
。
で
じ
が
な
い
。
感
性
に

k
d
て
表
象
せ
ら
れ
た
信
仰
内
容
は
、
哲
皐

P

U

一
助
町
六
十
克
容
「
「
=
一
一
一
酔
一
ニ
一
・
四
輯
=
一
三

フ
比
一
イ
品
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4
ヲ

片

ν棋
民
革
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三
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フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
と
市
民
革
命
(
一
)

第
六
十
九
巻

= 
ョー

第
=
了
四
説

四

概
念
に
よ
っ
て
止
揚
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
だ
が
心
理
的
に
宗
教
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
と
昔
、
感
性
は
「
単
な
る
形
式
で

は
左
く
で
、
そ
の
形
式
の
木
質
で
あ
る
。
」
へ

1
ヂ
ル
哲
皐
で
単
な
る
形
式
止
す
る
感
性
と
そ
、
宗
殺
の
本
質
で
あ
る
。
そ
し
て
と
り

感
性
の
母
胎
は
、
我
々
が
心
理
的
後
生
的
に
、
友
に
も
白
に
よ
う
て
も
粉
飾
さ
れ
な
い
自
然
宗
数
に
照
す
と
昔
、
明
ら
か
に
自
然
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
る
で
あ
ろ
う
。
我
々
白
感
官
に
と
っ
て
第
一
の
封
象
で
あ
白
、
ま
た
感
官
が
依
存
す
る
も
の
は
自
然
で
あ
る
。

自
然
と
は
「
本
源
的
友
、
最
初
心
、
第
局
の
本
質
で
あ
か
。
」
宗
敬
に
品
け
る
ζ

の
自
然
と
感
性
と
白
意
味
ゐ
よ
ぴ
雨
者
。
開
係
に

つ
い
て
は
後
に
詳
論
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
左
い
。
い
ま
は
感
性
的
本
質
が
人
問
。
本
質
で
あ
る
と
い
う
己
と
、
従
う
て
と
れ
に
よ
っ

て
成
立
す
る
信
仰
内
容
を
理
性
に
よ
っ
て
概
念
佑
す
る
こ
と
は
、
正
し
い
宗
教
批
判
忙
な
ら
な
い
と
と
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
よ
い
。

と
す
れ
ば
、
と
己
で
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
、
へ

l
dク
ル
と
決
定
的
に
分
れ
る
べ
き
蓮
命
を
も
っ
て
い
る
と
と
が
知
れ
る
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
へ
1
ゲ
ル
の
理
性
も
そ
れ
が
紳
的
な
る
も
D
で
あ
る
限

b
、
自
己

ω
う
ち
に
感
性
を
掃
取
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
信
仰
内
容

を
成
立
せ
し
め
る
が
、
そ
れ
は
や
が
て
単
な
る
形
式
と
し
て
理
性

ιよ
り
て
止
揚
苫
れ
る
と
す
れ
ば
、
や
は
り
そ
れ
は
「
紳
の
人
間

化
」
を
「
紳
の
理
性
」
へ
白
解
消
す
る
己
主
と
何
ら
異
る
も
白
で
は
注
い
で
は
た
い
か
。
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
白
批
判
は
、
今
や
へ

ー
ヂ
ル
の
理
性
そ
む
も
白
に
向
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
左
い
。

川

r
F
5
z
n
y
目

E
t司
自
白
骨
白
星
豊
田
百
T
4
2
Z
O
N
E
Z
E
g
E
E
P
5
u
印
・
当
・

2
・
舶
山
信
一
謬

宍
一
員「

偲
象
が
現
代
山
山
本
質
で
あ
る
。
我
々
自
政
治
も
儒
象
で
あ
り
、
我
々
の
科
畢
も
倶
象
で
あ
る
。
今
は
、
毘
理
を
語
る
者
世
厚
顔
で
あ
り
、
不
作
法

T
あ
る
と
さ
れ
、
不
作
法
で
あ
る
も
の
は
不
謹
徳
と
さ
れ
る
。
閣
一
理
は
我
々
の
時
代
に
と
っ
て
叫
不
遺
徳
で
あ
る
。
」

な
お
、
小
前
マ
取
扱
う
ア
定
イ
エ
ル
パ
ッ
円
は
主

ι
し
て
口
言
者
mmE
世間

05mmmHHZ冨
T

H
宮
「
以
後
、
す
な
わ
ち
所
謂
後
期
目
思
想
で

あ
る
。
殺
っ
て
そ
の
思
徳
形
成
。
温
程
を
明
b
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
勢
い
断
間
的
な
相
を
描
〈
に
止
ま
る
炉
、
こ
れ
忙
闘
す
る
群
論
は
伊
達

岩
波
文
庫
上



教
授
由
前
掲
寄
を
参
考
さ
れ
た
い
。

何
「
可
。
ロ
内
同
ゲ
告
Y
F
E・
畑
山
欝
よ
二
八
頁

フ
ォ
イ
エ
ル
パ
ッ

ρ

は
、
す
で
に
そ
り
匿
名
論
文
出
色

E
Zロ
記
号
、
同
。
白
自
晶
司
自
百
E
R
F
O
E
-
(叶
己
由
同

E
B
r
E
)
毘
詰
・
吉
見

2
日
目

〉ロ

F
F
∞
E
Eのか
F
E
τ
m
z岳
。

E
E
n
F
B
I
-冒
頭
で
あ
げ
た
調
刺
詩
も
そ
り
う
ち
の
一
つ
で
あ
る

l
ー
の
な
か
で
の
現
存
宗
教
の
攻
撃
に
よ

っ
て
あ
ち
ゆ
る
大
串
を
泡
わ
れ
た
。
「
己
申
著
作
は
昔
時
の
反
動
お
よ
び
上
か
ら
一
監
踊
さ
れ
た
信
抑
の
時
代
に
お
い
て
、
一
つ
の
官
職
を
え
ん
と
ナ

る
7

オ
イ
Z

ル
パ
ν

ハ
白
あ
ら
ゆ
る
試
恥
に
封
し
て
、
い
つ
も
主
た
ど
こ
に
お
い
℃
も
障
碍
と
な
ヨ
た
。
」

明

-
H
E
r
F
Z白
s
n
r・同
420叫

F
昼
間
】
凶
】
北
村
議
四
頁

7

オ
イ
エ
ル
パ
ヅ
丹
自
生
涯
に
ワ
い
て
仕
草
替
に
詳
し
い
。

問
問
「
思
量
岳

μnvwMゲ
E
・
F
U盟
国
掴
山
課
下
一
四
四
頁

山間

r
F
E
H
F
-
V
L
E
-
-
F
H
掴
山
謹
上
五
六
頁

山
門
「
司
自
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円
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・
J

「
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L
自
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E
S
F
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凶
器
君

8
2
骨
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囲
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山
岡
山
自
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印
・
一
君
・

4H口
・
由
・
国
・

品
川
智
謹
教
授
「
7

4
イ
ー
ル
パ
マ
ハ
」
宗
教
諭
一
九
二
頁
以
下
参
照

m川

「

F
t
n
F戸
Y
ロ
目
当
日

E
岱
内
閣
の
宮
国
民

E
Z自
p
m
宮
・
舶
山
課
上
一
三
丸
頁

フ
オ
イ
エ
ル
パ
川
丹
白
ζ

自
貼
に
つ
い
て
の
す
「
れ
た
分
析
は
、
本
多
謙
三
氏
の
前
掲
書
の
ほ
か
に
「
フ
オ
イ
ヱ
ル
パ
ッ

ρ

C

4

1

グ
ル
批
判
」

!
l
「
貨
存
哲
事
と
唯
物
詩
置
法
」
が
あ
る
。

「

F
固
め
『
冨
岳

-
P
E・
切
・
自
白
胆
山
書
下
一
五
九
頁

「
『
E
R
V
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Y
F
E
m・
ロ
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舶
山
謹
上
大
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「

F
E
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R
M
M
W
M
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舶
山
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F
Z
H
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E
Y
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F
u
g
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耐
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露
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早
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官
官

or
工
Z
P
F
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呂

船

山
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一

回
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F
Z
F呂
町
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E
P
∞
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z
o
-
柑
山
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一
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員

ド
】

FER-一VEr--E0・
F
勾
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一
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四
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F
E
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E
Z
n
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フ
オ
イ
エ
ル
パ
ッ
戸
と
市
民
軍
申
(
一
)

第
六
十
九
巷

= 
回

第
三
・
四
披

コ

五



に

フ
一
方
イ
エ
ル

J

つ
ケ
と
市
民
草
命
(
一
)

第
六
十
九
巻

五

事
三
・
四
競

大

(16) 

「
司
自
白

ZOE・
-za・一M
・
4
〈
・
〈
阿
国
・
印

-
H
2・

、L

四

へ
l
グ
Y
宗
教
哲
亭
批
判

ヘ
ー
ゲ
ル
哲
撃
は
ド
イ
ツ
観
念
論
哲
間
半
。
侍
統
で
あ
る
理
性
の
立
場
に
立
っ
て
、
自
然
あ
る
い
は
物
質
を
自
己
の
う
ち
に
嬬
取
し
.

「
近
世
哲
皐
白
完
成
者
」
と
し
一
工
「
紳
白
人
間
化
L
D
課
題
を
呆
し
た
。
こ
白
黙
は
阜
在
る
思
排
哲
皐
司
r
具
る
へ

1
Uク
ル
の
積
極
西

で
あ
り
、
彼
が
批
判
的
た
り
え
た
所
以
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
へ

1
グ
ル
に
ゐ
ぃ
・
て
、
人
聞
に
と
ワ
て
彼
岸
的
で
あ
っ
た
超
越
的
・

絶
劉
的
な
紳
は
、
有
限
的
P

感
制
的
人
間
白
物
質
的
世
界
に
引
き
ナ
り
下
さ
れ
、
自
己
そ
こ
の
此
岸
の
世
界
忙
否
定
す
る
。
だ
が
へ

〆

-Mグ
ル
に
島
け
る
一
柳
ほ
絶
釘
的
精
神
と
し
て
そ
白
う
ち
に
師
開
設
法
的
に
展
開
す
る
イ
デ
ー
で
あ
る
。
従
っ
て
イ
デ
ー
に
と
っ
て
そ
の

特
殊
性
で
し
か
な
い
物
質
は
、
再
び
点
戸
出
品
せ
ら
れ
其
惚
的
普
遍
と
し
て
の
絶
封
的
精
神
と
な
る
。
物
質
D
側
か
ら
す
札
ば
、

は
精
紳
白
自
己
疎
外
す
じ
か
な
い
J

か

f
し
て
物
質
そ
白
も
白
は
精
神
と
悟
性
と
聖
得
て
、
絶
謝
的
本
質
白
う
ち
へ
、
と
の
も
の
の

生
の
、
形
成
白
、
展
陪
と
し
一
℃
の
契
機
と
れ

vτ
採
h

リ
あ
げ
ら
れ
る
。
だ
が
、
同
時
に
物
質
は
再
び
、
ひ
と
つ
の
虚
無
紅
、
良
資
な
ら

-
T
F
 

由
本
質
せ
し
て
定
立
さ
れ

τし
ま

う

ご

品

川

話

芸

~lfに
持
け
る
物
質
的
自
然

1
3震
に
立
ち
・

3
一
部
と
し

て

Dm性
的
存
在
中
主
て
白
現
質
的

A
閣
を
も
含
め
て

J
J社
、
担
問
封
的
本
質
で
は
左
〈
、
本
質
的
な
ら
ね
も
の
で
し
か
な
く
、
現

存
す
る

λ
間
生
去
の
異
質
白
姿
に
島
い
て
捉
宅
島
友
い
喝
縫
う
て
「
近
世
白
課
題
」
で
あ
る
「
神
の
現
質
化
・
人
間
化
」
は
、
紳
白

イ
デ
ー
ベ
白
焼
泊
で
じ
寸
か
草
川
V

O

要
す
る
に
物
質

ι偽
介
と
し
て
、
神
は
一
舟
ば
そ
の
木
質
た
る
イ
チ
ー
の
具
償
問
普
遍
に
安
ら
う
こ

t

ト

J

j

寸寸

T

巳ム

と
と
な
る
J
「
神
皐
む
否
定
ぽ
、
従
ヲ
て
、
再
び
否
定
さ
れ
る
。
一
吉
い
か
え
れ
ば
、
神
皐
は
哲
皐
に
上
っ
て
再
生
産
さ
れ
る
。
紳
は
物

t

、、

質
、
一
紳
脚
D
官寄官完
b北
乱
英
淑

L
、
否
定
す
る
と
と
に
止
。
て
、
は
い
hレ
め
て
紳
で
あ

z。
司
毛
宅
し
て
否
定
の
否
定
と
そ
は
、
へ

1
Hゲ
ル
に
よ
れ

「
物
質



ば
買
の
肯
定
で
あ
る
。
」

ス
ト
款
の
統
一
ー
ー
ー
を
自
己
の
生
涯
の
課
題
と
し
て
出
愛
せ
る
へ

l
ゲ
ル
の
辿
り
つ
く
べ
き
到
達
鮪
で
あ
る
と
共
に
、
み
一
の
具
時
的

左
論
理
構
造
の
謹
一
不
で
も
あ
っ
た
。
か
く
し
て
キ
リ
ス
ト
殺
は
イ
デ
ー
と
し
て
解
治
せ
ら
れ
、
啓
蒙
思
想
定
キ
リ
ス
中
数
と
の
近
代

的
統
一
が
完
成
さ
れ
る
。
「
へ

1
5哲
昔
、
夫
わ
れ
、
没
落
し
た
キ
ザ
ス

h
が
密
哲
事
に
よ
っ
て
復
興
せ
ん
と
す
る
、
し
か
も
一

般
に
近
世
に
な
い
て
そ
う
で
あ
る

rう
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
否
定
が
キ
リ
ス
ド
敦
そ
の
も
D
と
同
一
視
さ
れ
る
と
い
う
と
と
に
よ
る
、

最
後
の
雄
大
在
企
闘
で
あ
か
。
」
と
と
ろ
で
「
紳
皐
の
立
場
陀
晶
け
る
神
且
一
ゐ
苔
応
」
で
し
か
な
い
と
の
寸
へ

1
F
ル
哲
畢
は
J
m
皐

D
最
後
の
逃
げ
場
、
最
後
白
合
理
的
な
支
柱
で
あ
る
。
嘗

τ
カ
ト
リ
ッ
ク
の
紳
卒
者
濯
が
プ
ロ
テ
ス
b

ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
と
戦
い
う
る
た

め
に
、
事
費
上
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
汲
と
な
っ
た
如
〈
、
今
や
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
白
神
晶
子
宥
法
は
、
無
神
論
と
戦
い
う
る
た
め
に
は
.

営
然
、
へ
ー
が
ん
汲
と
な
ら
ね
ば
た
ら
な
い
。
」
友
る
ほ
主
、
「
近
代
の
課
題
」
で
あ
る
「
榊
の
人
間
北
」
そ
完
成
す
べ
〈
、
へ

1
F

ん
は
物
質
的
自
然
を
ば
イ
デ
ー
の
綜
合
同
開
系
白
な
か
に
摂
取
し
た
。
し
か
も
と
れ
に
占
っ
て
紳
を
積
極
的
忙
否
定
し
た
。
と
と
に
へ

l
p
ル
耕
諮
法
の
棒
誌
の
否
定
的
契
機
が
み
ら
れ
、
そ
の
進
歩
的
役
割
も
存
在
す
ψ
。
だ
が
す
で
に
明
ら
か
に
せ
ら
れ
た
よ
う
に
、

物
質
は
イ
デ
ー
の
自
己
疎
外
と
し
て
、
非
本
質
的
な
も
り
の
根
源
的
な
ら
ぬ
も
白
の
有
限
な
る
も
の
と
し
て
で
あ
ヨ
た
。
従
う
て
そ

の
端
初
ピ
島
い
て
紳
的
本
質
と
し
て
の
イ
デ
ー
に
占
ワ
て
、
紳
は
合
理
的
基
礎
付
け
を
奥
え
ら
れ
た
。
と
白
鞘
に
語
い
て
何
ら
へ

1

L 

こ
れ
は
す
で
ほ
モ
の
青
年
時
代
に
お
い
て

「
愛
に
沿
け
る
運
命
と
の
宥
和
」
|
|
ギ
リ
シ
ャ
精
神
と
キ
リ

け
ゲ
ル
の
宗
教
哲
皐
は
閉
山
排
約
一
脚
与
と
異
な
る
も
の
で
は
な
い
と
い
え
土
う
。
か
く
て
へ

1
F
ル
の
宗
教
哲
皐
は
心
品
時
、
ド
イ
ツ
の
ス

タ
ト
プ
ス
・
ク
ォ
〔

E
Z
官。〕

l
メ
ッ
テ
ル
エ
ツ
巳
慨
制
ー

l
Dイ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
支
柱
で
あ
う
た
キ
リ
ス
ト
教
紳
皐
を
破

る
と
と
は
出
来
な
い
。
そ
れ
白
み
か
、
合
理
主
義
な
い
し
は
啓
蒙
、
主
義
を
媒
介
と
す
る
紳
皐
白
肯
定
で
あ
っ
た
た
め
に
]
却
ヲ
て
営

時
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
自
由
主
義
的
思
想
の
撞
頭
を
抑
魅
す
る
た
め
に
、
絶
好
な
武
器
を
ド
イ
ツ
絶
劉
主
義
ピ
奥
え
る
と
と
と
な
ヲ
た
。

第
一
ニ
・
四
挽

ア
オ
イ
A

ル
パ
ッ
山
ー
と
市
民
草
骨
(
一
)

第
六
十
九
巻

プミ

七



ア
オ
イ
Z

ル
パ
ッ
戸
と
市
民
草
A

W

(

静
六
十
丸
巷

= 
七

第
一
一
一
・
田
駿

コ

" 

ヘ
ー
ヂ
ル
も
に
超
え
ね
隈
り
、
ド
イ
ツ
・
ス
タ
ト
ゥ
ス
・
ク
ォ
を
破
。
て
、
ド
イ
ツ
市
民
革
命
D
理
論
的
武
器
と
怠
る
と
ん
」
は
で
き
な

ν、。

「
新
し
い
哲
皐
」
は
、
市
民
革
命
に

b
け
る
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

1
D
課
題
を
果
す
た
め
に
、

キ
p
ス
ト
教
紳
皐
は
勿
論
、

さ
ら
に

果
さ
た
け
れ
ば
た
ら
た
い
。

「
紳
聞
苧
白
人
間
皐
の
完
全
な
・
絶
劉
的
政
・
矛
盾
の
な
い
解
消
」
を

「
(
l
d
ク
ル
哲
皐
を
慶
棄
し
な
い
も
白
は
、
紳
且
平
を
慶
棄
し
な
い
。
自
然
、
買
在
は
イ
デ
ー
に
よ
っ
て

定
立
さ
れ
る
と
い
う
へ

l
F
ル
の
教
設
は
、
自
然
が
紳
に
よ
っ
て
、
物
質
的
本
質
が
ひ
と
つ
の
非
物
質
的
な
、
す
友
わ
ち
抽
象
的
な

と
い
う
一
脚
皐
の
教
競
り
合
理
的
な
表
現
に
す
ぎ
泣
い
o

」

ヘ
ー
ゲ
ル
白
自
己
内
議
蹄
白
イ
4
7
1
も
一

そ
の
合
理
的
支
柱
で
あ
る
へ

l
F
ル
哲
晶
子
白
限
界
を
破
う
て
、

本
質
牛
占
っ
て
創
造
さ
れ
た
、

。
の
特
殊
的
な
前
提
で
あ
み
。
イ
デ
ー
に
砕
い
て
自
己
否
定
的
な
も
の
、
有
限
な
る
も
白
、
物
質
的
危
る
も
白
は
、
イ
デ
ー
よ
り
導

閉
さ
れ
た

Z
も
白
で
は
友
く
て
、
根
源
的
た
る
も
の
で
あ
る
。
従
う
て
「
哲
皐
白
始
元
は
一
脚
で
は
・
な
い
‘
絶
謝
者
で
は
注
い
。
絶
謝

4
4
あ
る
い
は
、
イ
デ
ー
と
い
う
客
語
と
し
て
の
存
在
で
は
去
い
。
哲
周
宇
白
始
元
は
有
限
的
危
る
も
の
、
限
定
さ
れ
た
も
の
、
現
賢

的
な
も
白
で
あ
お
。
」
か
く
て
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
と
う
て
、
「
新
し
い
哲
皐
位
、
人
聞
を
、
人
間
白
土
査
と
し
て
の
自
然
を
も

含
め
て
、
哲
皐
白
唯
一
の
・
菅
沼
の
・
最
高
D
劉
象
と
な
る
。
」

向
ぬ
戸

-
F
d
q
z
n
y
の
ヨ
ロ
岳
山
-
百
円
】
2
-
I
M
-
-
c
m
C
1
M
M内
乱

E
N巨
吉
田
口
・
印
者
口
出
・
印
・
凶
4
F
1叫

四
円
君

E
Z
E
F
巴
昆

4
ロ唱

E
m
R
n
E
O
V
Z
出
品
書
白
老
・

2
・

「ギ
A

ナ
ジ
ウ
ム
に
入
っ
て
か
ら
は
ギ
D
シ
ャ
思
想
、
チ
ェ

1

ピ
ン
グ
ン
修
皐
時
代
以
来
は
キ
P
ス
ト
教
、
と
れ
を
遁
岳
の
ニ
つ
の
豆
大
な
る
歴

且
的
な
力
と
し
て
、
そ
こ
に
洗
揮
し
、
そ
れ
を
解
剖
す
る
こ
と
に
そ
、
と
O

客
硯
的
精
神
に
と
っ
て
ふ
さ
わ
し
H
遺
躍
で
あ

p
、
ζ

れ
が
彼
の
歴
臭

的
世
界
観
へ
白
糸
口
と
な
っ
た
。
」

引
「
司
自
由
H
E
n
v
t
z
p
ω
・日コ・

句

F
・
司
自
白
『
の
r
u
g
-仏
・
印
日
岳
・



/ 

ペ

コ
近
世
哲
串
、
特
に
汎
紳
論
。
、
そ
れ
が
柿
盟
申
申
立
場
に
お
け
る
紳
拳
白
否
定
、
あ
る
い
は
紳
畢
の
否
定
で
は
あ
る
が
こ
り
否
定
自
身
が
ま
た
神

事
で
あ
る
と
い
う
矛
盾
、
こ
の
矛
盾
は
と
り
わ
け

~
1
グ
ル
哲
皐
を
特
色
付
け
る
も
の
で
舟
る
。
」

山
門
拙
著
「
A
B
F
ル
布
民
社
曾
思
想
自
基
本
的
構
撞
」
幅
済
論
叢
第
六
十
六
巻
四
銃

m川
エ
ン
ゲ
ル
ス
「
ド
イ
ツ
O

ス
ダ
ト
ゥ
ス
・
タ
ォ

1
」
マ
ル

-
z
y
選
集
第
一
巻
上
ニ
ニ
八
一
貝
以
下

「
ド
イ
ツ
回
ス
タ
ト
ゥ
ス
・
タ
ォ

I
」
と

ι、
「
ド
イ
ツ
白
握
れ
た
依
躍
を
さ
し
、
ま
た
か
か
る
欺
態
に
よ
づ
て
生
事
由
さ
れ
、
か
っ
そ
れ
を
維

持
し
て
い
る
古
い
支
配
勢
力
・
絡
調
主
義
勢
力
・
は
や
〈
い
え
ほ
品
目
封
建
的
な
ド
イ
ツ

ω
諸
政
府
を
さ
す
。
」

伊
藤
晋
一
民
の
撃
に
依
る
。
同
署
ニ
豆
ニ
頁

向
車
多
謙
=
一
「
一
位
舎
史
的
思
想
且
」

D
-
現
代
」
中
部
ニ
五
六
ー

l
七
頁

「《

E
r
w
p
は
、
主
都
的
な
、
客
幅
制
的
な
春
在
的
統
一
、
闘
而
向
自
な
る
存
在
者
を
枇
曾
的
倫
哩
佐
田
E
-
F
r
E
の
う
ち
に
み
'
た
。
と
れ
ζ

そ

は
彼

ω
究
極
的
な
賀
在
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
彼
に
お
い
て

E
Z
R
E
S
R
A
は
図
家
白
絶
針
極
力
を
、
そ
し

τ結
局
は
プ
ロ
シ
ャ
園
家
自
絶
封
極

力
を
意
味
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
四
で
あ
る
。
彼
自
超
情
性
的
な
合
理
性
心
主
張
は
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
合
理
陸
自
超
克
で
あ
る
と
と
も
に
、

車
な
る
そ
れ
へ
の
反
動
と
し
て
の
ロ
マ

y
的
非
合
理
主
義
の
位
脱
で
も
あ
り
、
従
っ
て
新
た
な
る
世
界
へ
白
鷺
見
を
も
つ
も
り
で
は
あ
る
が
、
彼
自

現
質
的
行
動
は
つ
い
に
保
守
的
結
着
を
遣
し
一
℃
し
ま
っ
た
。
」
と
の
貼
に
つ
い
て
は
、
先
に
あ
げ
た
拙
著
に
お
い
て
不
充
分
な
が

b
市
民
社
曾
思
想
に

ワ
い
て
分
析
し
て
お
い
た
。

な
お
、
《

I
ゲ
ル
桂
期
に
担
け
る
彼
四
現
質
的
行
動
白
反
動
性
医
師
し
て
ロ
宮
古
河
の
優
れ
た
銃
強
が
あ
る
。

A
I
Mツ
ル
は
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
白

首

相

と

R
E
g
E
支
持
枠
宮
]Nm
に
近
付
き
、
反
動
政
府
の
利
用
す
る
と
己
ろ
と
な
っ
た
し
寸
【

I
F
ル
は
と
う
い
う
瞬
間
に
到
遣
し
た
。
そ

れ
は
、
ア
ロ
イ
セ
ン
白
内
に
作
用
す
る
、
語
力
白
償
値
に
つ
い
て
の
歴
且
的
意
識
を
強
調
す
べ
き
時
期
で
あ
る
。
丁
度
一
八
-
七
年
十
月
十
八
日

当
伊
豆
町
民
品

r況
が
行
わ
れ
た
。
ア
ル
テ
ン
U
V
A

タ
イ
ン
は
車
内
年
が
政
措
お
よ
び
そ
り
不
定
な
理
想
に
加
盟
す
る
ζ

と
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
。
最
初

か
ら
伎
は
へ

1
ゲ
ル
を
目
し
て
、
彼
。
世
情
山
一
闘
熟
し
た
知
識
を
以
て
す
れ
ば
、

ζ

白
と
と
を
呆
し
う
る
人
物
と
極
め
た
。
」

耳
-
E
E
H
O
F
の
g
p軍司
E
Z
P
E
E
m盟
国
仏
・
司
・
問
。
問
。
-m
国
且

E
R
窓
口
且

P
F印
・
回
白
や
l
F

「
問
。
己
日
常

5
・
4
。
ユ
宮
町
四
伶
斗

F
E
E
-
F
J
P『
・
出
・
伊
国
白
。
・

F

町
宮
内
町
一

(10)(町

ア
オ
イ
エ
ル
バ
ヴ

ρ

と
市
民
革
命
(
二

第
大
十
丸
巻

J、

第
=
了
間
抵

省=
ブL
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(
本
摘
は
昭
和
三
十
六
年
度
文
部
省
科
事
研
究
費
に
去
る
共
同
研
究
心
一
部
と
し
て
害
か
れ
た
も
り
で
あ
る
。
)

i

白
骨

iι

山、)
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M

1
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し

1

i

世
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済
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第
六
十
八
巻

第
一
・
二
・
コ
一
棟

(
昭
和
廿
六
年
九
月
後
行
)

商
業
育
本
に
閥
す
忍
一
考
察

F
F

刊
1

r

、
松
一
芥

ロ
パ
ー
ト
ソ
ン
白
景
気
現
論

藤

旦

伊

愛
動
過
程
の
乗
数
分
析

村

員

市

祉
曾
政
策
に
沿
け
る
「
政
治
」
と
「
経
漕
」

岸

本

英

太

郎

ヴ
ェ
プ
レ
シ
の
脊
本
主
義
論

松

尾

よ既
罪ザ
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次
一
一
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パ
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鋼
業
の
共
同
研
究
に
つ
い
て

島

織
鋼
業
に
於
げ
る
労
働
力
構
成

輯
鋼
業
共
同
都
品
現
場
働
斑

銭
鋼
業
に
於
け
る
流
通
機
構
の
分
析

鈴
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銅
補
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金
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